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活断層研究センターの概要
センター長　佃　栄吉
副センター長　杉山雄一

　本年４月に発足した独立行政法人産業技術総合研究所(National Institute of Advanced Industrial Science
and Technology/AIST)の研究センターの一つとして,「活断層研究センター(Active Fault Research Center/
AFRC)」が設立されました．
　当センターでは活断層調査研究及び地震被害予測研究をより一層推進するため，３つの研究チームを組織し、
それぞれ特徴的な研究業務を実施することにしております．また，将来の目標として，産学官連携の核となっ
て，活断層研究情報・地震被害研究情報に関するナショナルセンターとなれるよう努力していきたいと思って
おります．スタート時点での研究体制・研究スタッフは以下の通りですが，この他に多くの客員研究員の方々
に参加いただきます．具体的研究内容，研究進捗状況,研究成果等につきましては，本ニュース／ホームペー
ジ（http://unit.aist.go.jp/actfault/activef.html）上で逐次ご紹介していきたいと思います．

活断層調査研究チーム

断層活動モデル研究チーム

地震被害予測研究チーム

リーダー
チーム員
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NEDO養成技術者

下川浩一
寒川　旭＊，水野清秀＊，吾妻　崇，宮下由香里
伏島祐一郎
森野道夫，大塚一広，三浦健一郎
＊関西オフィス

粟田泰夫
吉岡敏和，遠田晋次，宍倉正展

佐竹健治
七山　太，堀川晴央，関口春子
加瀬祐子
高田圭太

リーダー
チーム員
ポスドク研究員
NEDO養成技術者

リーダー
チーム員

■ 筑波オフィス
　 筑波センター中央第7サイト（旧地質調査所）７階
　  TEL:0298-61-3694  FAX:0298-61-3803

■ 関西オフィス
　 関西センター大手前サイト{大阪合同庁舎２号館別館（旧大阪地域地質センター）５階}関西地質調査連携研究体内
　  TEL:06-6941-5377　FAX:06-6941-5378
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　花折断層は，京都市東部から滋賀県西部に至る全長約48kmの活断層です．「2.5万分の1花折断層ストリッ
プマップ」は，花折断層を挟む約5kmの範囲の活断層および第四系などの地質の分布を表示し，活断層と認定
する根拠となった露頭・断層変位地形などを記載したものです．
　サイズはＡ０変形版，８色刷りで，これまでに花折断層で実施されたトレンチ調査や物理探査の結果等をま
とめた説明書（35頁）がついています．なお，ストリップマップとは，細長い帯状の地図という意味です．
　価格，主な購入先等は以下の通りです．

2.5万分の1花折断層ストリップマップ刊行

●　主な購入先（通信販売）
(社)東京地学協会
〒102-0084 東京都千代田区二番町12-2
Tel:03-3261-0809 / Fax: 03-3263-0257

(株)地学情報サービス
〒305-0045 茨城県つくば市梅園2-32-6
Tel:0298-56-0561 / Fax:0298-56-0568

その他主要書店，地図販売店で注文可能
産業技術総合研究所　地質標本館においても販売中

花折断層ストリップマップ（部分）

●　価格　2,700円（地図・説明書セット；消費税別）

●　お問い合わせ先
出版に関する問い合わせ
独立行政法人産業技術総合研究所　地質調査情報部
Tel: 0298-61-3606 / Fax: 0298-61-3602

内容に関する問い合わせ
独立行政法人産業技術総合研究所
活断層研究センター　吉岡敏和
Tel:0298-61-2465 / Fax:0298-61-3803
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用いて詳細かつ丁寧な説明がなされた．Hayward 断
層は Oakland やHayward といった都市の真中を走っ
ており，まさに兵庫県南部地震の六甲-野島断層帯と
神戸市の関係にあたる．地元の防災関係者も兵庫県
南部地震を活かすべく防災計画を練っているようで
ある．1999 年に発表された湾岸地域の地震確率レ
ポートでは，「今後30年間にM6.7以上の地震が発生
する確率70％」という極めて高い値に算定されてい
る．Hayward 断層単独では32%で，San Andreas 断
層の 21％よりも高い．ただし，Hayward 断層，
Calaveras 断層では定常的にクリープも観測される
ため，クリープによる変形と地震による変形を如何
に区別し，地震活動履歴を検出するかが重要な課題
となっている．このような観点から活動履歴が検出
された地点はまだ数少なく，ようやく本格的な調査
が始まったという感がある．当センターとUSGSによ
るジオスライサー調査もいよいよ今夏から始まる．
ジオスライサーを用いた今後の断層調査への期待が
高まっている．（遠田晋次）
　　

　　国際学会　　国際学会　　国際学会　　国際学会　　国際学会・・・・・海外機関訪問海外機関訪問海外機関訪問海外機関訪問海外機関訪問

44444月月月月月1010101010日～日～日～日～日～ 1515151515日日日日日
英国地質調査所英国地質調査所英国地質調査所英国地質調査所英国地質調査所（（（（（ノノノノノッッッッッチチチチチンンンンンガガガガガムムムムム）））））及びオランダ応用及びオランダ応用及びオランダ応用及びオランダ応用及びオランダ応用
地球科学研究所地球科学研究所地球科学研究所地球科学研究所地球科学研究所（（（（（ＴＴＴＴＴＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯ）））））オランダ地質調査所オランダ地質調査所オランダ地質調査所オランダ地質調査所オランダ地質調査所（（（（（デデデデデ
ルフト）ルフト）ルフト）ルフト）ルフト）訪問訪問訪問訪問訪問
　佃センター長及び宮崎国際地質協力室長が2研究
所を訪問した．
　地質調査所から産業技術総合研究所への研究体制
の変遷，改革への戦略と今後の国際協力について，相
手側の国際部門責任者（Ovadia国際部長，ＢＧＳ及
びSonneville国際部長，ＴＮＯ）と情報・意見交換
を行った．オランダＴＮＯは，来年ユトレヒトに移
転し，ユトレヒト大学と密接な連携を図る方針．

44444月月月月月1818181818～～～～～ 2020202020日日日日日
米国地震学会米国地震学会米国地震学会米国地震学会米国地震学会
(Seismological Society of America meeting)San
Francisco, USA
　当センターから佐竹・遠田と客員研究員の衣笠・奥
村の両氏が参加した．
　セッションに先立って，米国地震学会主催の応力
解析プログラムのトレーニングコースがスタン
フォード大学で実施された．この解析プログラムは
当センターの遠田と USGS の Ross Stein 博士が共
同開発したもので，地震に伴う変形や応力変化など
を比較的簡単に計算・図示できる点が特徴である．
コースには事前に多数の応募があったが，施設の都
合から20人に限定せざるを得なかった．参加者は地
震研究者・地質研究者・教育関係者と多岐にわたり，
１日という短い時間であったが，各自の問題に応用
できる感触を得たようであった．なお，プログラム
とマニュアル（英語のみ）は
http://quake.usgs.gov/research/deformation/
modeling/coulomb/coulomb20/software.htmlから自
由にダウンロードできる．
　学会では1906年サンフランシスコ地震95周年記念
ということで，当地の活断層調査・地震被害の他，カ
スケード（米国北西部）における活断層と地震被害
予測，ストレストリガーリング，世界各地での古地
震調査，３次元地下構造に基づく強震動予測など，当
センターの研究とも密接に関連したセッションが多
く設けられていた．また，1月のインド（Bhuj)地震・
2月のシアトル（Nisqually)地震に関するセッション
も緊急に設けられた．
　　　　　セッション終了の翌日にはサンフランシスコ湾岸
地域の活断層の巡検が実施され，遠田・奥村・衣笠
が参加した．見学地点は湾東岸の Hayward 断層，
Calaveras 断層，Greenville 断層，Mt. Diablo 衝
上断層．説明者は USGS の Schwartz 博士，地元コ
ンサルタント（William and Lettis Inc.）の Kelson
博士で，参加者は約50名．見学した断層は，いずれ
も変位速度が数 mm/yr 程度で San Andreas 断層に
比較すると小さいが，日本列島内陸のA級活断層に相
当する重要な断層である．残念ながらトレンチは既
に埋められていたが，変位地形を見ながらパネルを

応力解析プログラム受講生を前に説明するUSGS
Stein博士

Mt. Diablo 衝上断層により隆起した Diablo 山を
前に説明に聞き入る巡検参加者
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　　国際学会　国際学会　国際学会　国際学会　国際学会・・・・・海外機関訪問海外機関訪問海外機関訪問海外機関訪問海外機関訪問

44444 月月月月月2323232323日～日～日～日～日～2424242424 日日日日日
メンフィス大学地震研究メンフィス大学地震研究メンフィス大学地震研究メンフィス大学地震研究メンフィス大学地震研究・・・・・情報センター情報センター情報センター情報センター情報センター
　Memphis大学の研究所（地質学科とは独立）で，地
震・地質・地震工学など幅広い研究をおこなってい
る．地元New Madridなど安定大陸内で発生する地震
の研究が盛んで，多数が本年1月のインド地震の現地
調査に出かけた．総勢約60名でこのうち教育・研究
スタッフは約15名（USGSからの併任3名を含む），大
学院生約15名，テクニカルスタッフとアシスタント
が30名（このうちの10名は地震計ネットワークの維
持・管理）．
　ユニークな点は，センターの名称にもある
Informationとoutreachの専門スタッフが5名いるこ
と．このうち，インフォメーションサービスマネー
ジャーは主に防災関係者や土木建築技術者向けに講
演会を企画したり普及活動に務める．地震教育スペ
シャリストは，一般住民や児童向けに，ウェブに寄
せられる質問に答えたり，学校へ出かけて講演を行
う（昨年1年間で6000名の生徒・児童に講演をした）．
他の3人はテクニカルスタッフで，web manager，製
図専門職，写真専門家である．
（佐竹健治）

USGSUSGSUSGSUSGSUSGS（（（（（米米米米米国国国国国地地地地地質質質質質調調調調調査査査査査所所所所所）））））情報情報情報情報情報
Requirement for an Advanced National SeismicRequirement for an Advanced National SeismicRequirement for an Advanced National SeismicRequirement for an Advanced National SeismicRequirement for an Advanced National Seismic
SystemSystemSystemSystemSystem（（（（（ANSSANSSANSSANSSANSS）））））
　この報告は、1997年に制定されたpublic law　
105-47に応じてUSGS（U.S. Geological Survey）が
米国における地震モニタリングの現状、新システム
（ANSS）構築の必要性，これにかかるコストを査定し
たものである．
●現状
現在の地震観測は，41個の観測網で行われているが，
資金やシステムの問題から安定した観測が行われて
いないものがあり，また，1960，1970年代のアナロ
グ方式など，時代遅れの強震計が多い．
●地震観測網の拡充
既存の観測網の拡充・近代化とこれらの観測網間の
データ相互交換により行う．4つのレベルの観測態勢
を置く．
○National Seismic Monitoring(全国ネット)
USNSN(U.S. National Seismograph Net-work)を現
56点から100点へ．
○Regional Seismic Monitoring(地域ネット)
既存観測網中の1000個のアナログ地震計を広帯域地
震計に換える．
○Urban Seismic Monitoring（都市ネット）
地震被害の危険の大きい都市（S.F., L.A., Seattle,
Salt Lake City, Anchorage, Reno, Memphis, St.
Louis, Charleston, S.C., Boston, N.Y. City）に
重点的に強震計を配置．地表面と構造物上にそれぞ
れ3000点．
○Portable Seismograph Arrays(機動観測)
25個の広帯域地震計からなる機動観測用ネットワー
クを2組用意．

●地震計の近代化
全国ネット，地域ネット，機動観測には、デジタル、
広帯域、高ダイナミックレンジ（地動ノイズ～2Gま
で）の地震計を用いる．都市ネットには，デジタル
の強震計を用いる．
●データ収集・処理・配布
３種類のセンターを作り、最新の計算機とインフラ
を導入．自動かつ即時のデータ収集・処理，情報の
発信，公共機関としてのサービス提供を行う．
○National Network Operation Center
‐NEIC（National Earthquake Information Center）
を引き継ぐ．
‐全国ネットのデータの収集・処理，地震［津波，火
山噴火］情報の発信．
‐データのフォーマットや処理方法の統一基準の設
定．
○Regional Network Operation Centers　
‐全国に20箇所配置．
‐地域ネットと都市ネットのデータの収集・処理・交
換．
‐地域毎の実情に合わせた情報発信．（地図，レポー
ト，データベース，ウェブなど）
‐地方政府，災害対応の諸機関，ニュースメディア，
地方の産業界への専門知識供与．
○Data Management and Distribution Centers
‐地震波形データのアーカイブ．
●コストの試算
新システム構築のためのコストは$171,312,500，
システム運用のためのコストは一年あたり
$46,875,000．
（参考：神戸地震以降，日本が観測網の更新・拡充に
投じた額は、$300,000,000，地震観測・研究の年間
予算は、$144,000,000．）　（関口春子）

　　　　　
　　　　　　　　　　共同研究の契約成立共同研究の契約成立共同研究の契約成立共同研究の契約成立共同研究の契約成立
　

44444月月月月月 2626262626日日日日日
  株式会社四国総合研究所との間で，「伊予灘の中
央構造線活断層系の活動性評価に関する研究」の共
同研究契約を結んだ．この共同研究は昨年度から始
めたもので２年目．今年度は伊予灘西部～豊予海峡
の海底音響画像探査（高分解能測深探査）を四国総
合研究所が担当し，音波探査及び海上ボーリング調
査を活断層研究センターが担当する。当センター側
の担当者は七山　太（地震被害予測研究チーム），
大塚一広（NEDO養成技術者），三浦健一郎（NEDO養
成技術者）ほか．

44444月月月月月 2727272727日日日日日
  北陸電力株式会社との間で，「邑知潟断層帯の活
動性評価に関する研究」の共同研究契約を結んだ。
この共同研究は今年度から始めたもの．今年度は文
献調査及び地表踏査を北陸電力株式会社が担当し，
大深度反射法地震探査を活断層研究センターが担当
する．当センター側の担当者は下川浩一（活断層調
査研究チーム長）、水野清秀（活断層調査研究チー
ム；大阪），杉山雄一（副センター長）ほか．
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4月10日

●対外活動対外活動対外活動対外活動対外活動（（（（（外外外外外部部部部部委委委委委員員員員員会会会会会等等等等等）））））

地震調査委員会長期評価部会　海溝型分科会（第1回）（同委員・佐竹出席）

中央防災会議東海地震に関する専門調査会（第3回）（同委員・杉山出席/東京）
想定東海地震の震源域の見直しについて議論した.特に,東南海地震,南海地震との同時
発生の可能性について検討を行った.

地震調査研究推進本部地震調査委員会（第86回）（同委員・杉山出席/東京）
産総研からは,「4月3日の静岡県中部の地震前後の地下水位等観測結果」と3月24日の
2001年芸予地震前後の地下水位等観測結果」を提出．

地震調査研究推進本部地震調査委員会西日本活断層分科会（第13回）
（同委員・下川出席／東京）

地震調査推進本部政策委員会予算小委員会（佃センター長出席/東京）
13年度に実施する産業技術総合研究所での8件の地震調査研究について説明．

地震調査委員会長期評価部会北日本活断層分科会（第14回）（同委員・佃出席/東京）

地震調査委員会長期評価部会中日本活断層分科会（第14回）（同委員・吉岡出席/東京）　

地震調査委員会長期評価部会（第53回）（同委員・杉山出席/東京）

●視察視察視察視察視察・・・・・見学等見学等見学等見学等見学等
産業技術総合研究所新人研修（下川及び吉岡対応／地質標本館）
両日とも13名ずつの2班に対して，活断層及び活断層研究センターの活動について説明を
おこなった．10日は下川，11日は吉岡が担当．

科学技術週間の特別展示　（伏島及び下川対応／地質標本館）
この期間に活断層研究センターとして，鳥取県西部地震の地震断層調査及び液状化層調査
のポスターと液状化層のジオスライサーによる断面剥ぎ取り標本の展示を行った．地震断
層は伏島，液状化層は下川が担当．17日には三宅高校の先生と生徒約百名が見学を行った．

台湾国立成功大学水理及び海洋工程研究所のChuan-Deng Jan教授ほか６名（佃対応/地
質標本館）
活断層研究センターの研究内容について説明した．台湾車籠埔断層の研究成果，液状化層
調査に使用したジオスライサーに強い興味が示された．

4月 11日

4月13日

　　活断層研究センター活動報告（４月）

4月19日

4月20日

4月24日

4月25日

4月10日-11日

4月16日-20日

4月18日
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4月 6日

■研究者公募（若手任期付研究員）
資格：博士課程修了者又は修了見込者（採用予定日前に博士課程を修了し、学位取得が可能な者）
　　　及びこれに相当する者
専門：地質学及び地震学の融合分野としての地震被害予測研究を行うため，活断層近傍の地下構造の解
　　　析・第四紀地質に関する高度な知識と野外調査能力を持った研究者を募集する．
任期：5年（平成19年3月31日まで）
採用予定時期：平成14年4月1日
公募締め切り：7月13日
問い合わせ：独立行政法人産業技術総合研究所　能力開発部門人事室任用担当
TEL 0298-61-2016　 FAX 0298-61-2019　 E-mail j-ninyou1@m.aist.go.jp


